
文化遺産総合活用推進事業　実施報告

奈良県  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

奈良県世界文化遺産地域活性化計画

 6 計画の実施状況（概要）
※平成29年度までに実施した計画の実施状況を記載してください。

奈良県文化振興大綱（地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１条の３に規定する当該地方公共団体の教
育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱のうち、文化の振興に関する大綱。平成２８年度末策定予
定）の趣旨を踏まえ、本県の世界文化遺産の保存活用及び豊富な文化資源を有する本県に住まうことへの誇りと
文化継承機運の醸成を諮るため、下記の事業を実施する。

世界文化遺産活性化

平成 29 年度 ～ 平成 31 年度

 8 効果等の検証・分析結果
※上記7の進捗に対する検証・分析結果を記載し，併せて定性的な効果を具体的に記載してください。

奈良の世界遺産総合情報発信事業は、アプリケーションソフトの公開が平成３０年度末となったため、DL数は少
ないが、アプリ利用での文化財への理解の深まり（理解度）については、理解度７５％（進捗率８８％）となっ
ているため、利用者の世界遺産の理解の促進に貢献したと考えられる。
フェスティバル奈良事業【僧侶による特別講話と寺社特別拝観「学びの夜―祈りの回廊」】については、３回で
６６０名、【世界遺産シンポジウム】では２００名の参加があり、アンケートでは「普段直接話を聞くことがで
きない僧侶の話で奈良の歴史や文化を学べる機会は非常に貴重。こういった機会を増やして欲しい」「文化財の
保存や保守についてもっと知りたい」等の意見があり、文化遺産の価値やその保存・継承の重要性を伝えるのに
貢献したと考えられる。
県民アンケートでは「奈良県に住みたいと考えている人の割合」は増加（H２８年度６６．４％、H２９年度６
７．５％）したが、「奈良県に住みたいと考えている人」のうち、「奈良県に住みたい理由に『世界遺産や文化
遺産などが多く、歴史的な雰囲気を感じるから』と答えた人」の割合は、対前年度比３．１％の減となった。な
お、内訳を見ると、奈良県にずっと住んでいる人では対前年度比１１．２％の減、奈良県に新しく来た人では対
前年度比８．３％の増となっており、違いが見られた。

15,479千円

 7 定量的な目標に対する計画の進捗状況
※平成29年度までの進捗状況について,実施計画で設定した指標に基づき,状況値と目標に対する達成率を記載してください。
（指標・目標値を複数設定している場合は，全て記載）。

別紙①②のとおり

 5 過去の補助事業実績

平成２３年度文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業 ―

平成２４年度文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業 ―

平成２５年度文化遺産を活かした地域活性化事業 千円

平成２７年度文化遺産を活かした地域活性化事業 548千円

平成２６年度文化遺産を活かした地域活性化事業 千円

平成２８年度文化遺産を活かした地域活性化事業

様式１－２



% %

0%

% % 34.8 % %

年度 38.9 %

進捗状況３： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

点

具体的な指標３：
県民アンケートの奈良県に住みたい理由に「世界遺産
や文化遺産などが多く、歴史的な雰囲気を感じるか
ら」が占める割合

関連事業: 事業①、②、③

200%

点 点 2.73 点

点

点

進捗状況２： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32

点

28 年度 2.69 点 ⇒ 平成 31 年度 2.71

事業①、②、③

年度 4,200 万人目標値１： 平成

7 定量的な目標に対する計画の進捗状況　別紙

目標値３： 平成 28 年度 35.9 % ⇒ 平成 31

年度

具体的な指標２：
県民アンケートの「自分が住んでいる地域に活気があ
り、魅力のある地域になっている」の評価

関連事業: 事業①、②、③

目標値２： 平成

28 年度 4,146 万人 ⇒ 平成 31

具体的な指標１： 奈良県の延べ観光客数 関連事業:

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

万人 万人 集計中 万人 万人 万人 万人

様式１－２別紙①



具体的な指標： 「古都奈良の文化財」に対する理解・関心の深まり（アンケート調査）

目標値：

事業③： フェスティバル奈良事業 実施団体： フェスティバル奈良実行委員会

具体的な指標： アプリのダウンロード数

目標値： 平成 28 年度 0

平成 32 年度

DL ⇒ 平成 31 年度 3,000

31

68%

30 年度 平成 31平成 年度 平成

% % 88 %

年度 平成 29 年度

 7 定量的な目標に対する計画の進捗状況　別紙（関連事業）

事業①： 奈良の世界遺産総合情報発信事業 実施団体： フェスティバル奈良実行委員会

～ 平成 31 年度

事業概要：

アプリ【The World Heritage of NARA】制作
奈良県内にある世界遺産「古都奈良の文化財」「紀伊山地の霊場と参詣道」「法隆寺地域の仏教
建造物」それぞれの歴史、建築物、観光ルートの紹介を行う。
観光ルート上にはGPS管理でチェックポイントを設け、実際に訪れた際にその場所にチェックイ
ンしたことが分かるようにしてモチベーションアップを図り、外国人観光客と、日本人では特に
若年層の世界遺産への理解深化・関心喚起と観光誘客を図る。

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 29 年度

29 年度 平成 30 年度 平成

DL

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 年度

DL

0%

DL DL DLDL DL 10

事業②： フェスティバル奈良事業 実施団体： フェスティバル奈良実行委員会

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 29 年度

具体的な指標： 当該文化遺産に関する関心・理解の深まり（アンケート調査）

目標値： 平成 28 年度 85

～ 平成 31 年度

事業概要：

【僧侶による特別講話と寺社特別拝観「学びの夜―祈りの回廊」】
生きた伝統とも言える、世界遺産各社寺の長による社寺そして奈良の歴史・文化についての講
演。境内の僧坊等の建物での講演後に建築や仏像など文化財を拝観し、美術的な観点のみなら
ず、日本の精神史・思想史からの観点で世界遺産の魅力についての啓発につなげる。世界遺産を
身近に感じる機会をより多く創出することで魅力の再発信とより一層の普及啓発を図る。

%% ⇒ 平成 31 年度 90

29 年度 平成 30

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 31 年度 平成 32 年度年度 平成

%

54%

% % %% % 88

～ 平成 31 年度

事業概要：

【世界遺産シンポジウム】
世界遺産の社寺を会場に、日本文化の見識者を迎えてシンポジウムを開催。古都奈良の文化財が
今に伝える日本の歴史・文化と、それを今後の地域づくりにどう活かしていくか、奈良にとって
の「文化財の活用」の望ましいかたちを考える。

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 29 年度

平成 31 年度 90 %

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 28 年度 85 % ⇒

% % %

年度 平成 32 年度平成

具体的な指標： アプリ利用での文化財への理解の深まり（理解度）（ユーザーアンケート）

目標値： 平成 28 年度 0 % ⇒ 平成 31 年度 85 %

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

% %

88%

% % 75 % %

様式１－２別紙②


